
（ 7 ） （ 6 ）

Ｑ　

農
地
と
農
業
従
事
者
、特
に
新

規
農
業
者
の
状
況
は
。ま
た
、狭
山
野

菜
生
産
力
強
化
支
援
事
業
費
補
助
金

の
執
行
状
況
は
。

Ａ　

前
年
対
比
で
、農
地
は
約
６
ha

減
の
１
２
７
１
ha
、農
業
従
事
者
数

（
販
売
を
目
的
と
し
た
農
家
の
数
）は

１
２
９
３
人
、新
規
就
農
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
。ま
た
、補
助
金
は
８
組
合

が
申
請
し
て
１
９
３
０
万
円
と
な
っ

た
。機
械
化
導
入
に
よ
る
労
力
の
削

減
と
生
産
力
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

　

土
木
・
消
防
費

Ｑ　

震
災
発
災
後
、市
内
の
道
路
橋

り
ょ
う
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

主
要
幹
線
道
路
や
橋
り
ょ
う
、

急
傾
斜
地
な
ど
の
緊
急
点
検
を
速
や

か
に
実
施
し
、異
常
は
な
か
っ
た
。

Ｑ　

消
防
本
部
か
ら
被
災
地
へ
の
派

遣
職
員
数
は
何
人
か
。派
遣
後
の
職

員
の
心
身
の
健
康
状
態
は
ど
う
か
。

Ａ　

緊
急
応
援
援
助
隊
を
18
隊
編
成

し
て
、延
べ
51
名
を
岩
手
県
と
福
島

県
に
派
遣
し
た
。被
ば
く
の
な
い
地
域

で
の
活
動
で
健
康
状
態
に
問
題
は
な

か
っ
た
。今
後
も
引
き
続
き
職
員
の

健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　

教　

育　

費

Ｑ　

学
校
現
場
で
使
用
さ
れ
る
消
耗

品
や
備
品
な
ど
の
予
算
配
分
は
。ま

た
、学
校
か
ら
の
要
望
の
特
徴
は
。

Ａ　

消
耗
品
費
は
前
年
比
で
、小
学

校
の
学
校
管
理
費
は
約
４
０
０
万
円

減
の
６
１
９
６
万
７
６
８
９
円
、教

育
振
興
費
は
約
９
３
０
万
円
減
の
７

６
２
万
１
６
４
７
円
。中
学
校
の
学

校
管
理
費
は
約
２
０
０
万
円
増
の
３

３
１
２
万
４
８
９
６
円
、教
育
振
興

費
は
、教
材
消
耗
品
は
伸
び
た
も
の

の
約
48
万
円
減
の
４
４
３
万
６
６
５

８
円
。要
望
は
、老
朽
化
し
た
楽
器
や

体
育
用
器
材
、事
務
用
品
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。

Ｑ　

地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の

実
績
と
関
係
団
体
と
の
連
携
体
制
は
。

Ａ　

11
教
室
で
、実
施
回
数
は
延
べ

１
８
９
回
、参
加
者
数
は
児
童
な
ど

６
６
５
０
人
、大
人
が
２
４
９
３
人

で
あ
っ
た
。体
制
は
、教
育
委
員
会
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
を
置
き
、

学
校
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

や
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

震
災
発
災
後
、学
校
給
食
へ
の

影
響
は
。ま
た
、保
護
者
対
応
は
。

Ａ　

発
災
後
２
日
間
は
給
食
全
面
中

止
。そ
の
後
は
入
手
で
き
る
食
材
を

使
っ
た
献
立
で
提
供
し
た
。一
カ
月

後
の
５
月
か
ら
通
常
の
給
食
に
戻
っ

た
。ま
た
、保
護
者
に
は
学
校
を
通
じ

て
通
知
し
た
。

Ｑ　

小
中
学
校
の
就
学
援
助
者
の
総

数
と
就
学
援
助
の
内
容
は
。

Ａ　

就
学
援
助
者
は
１
５
７
７
人
。

就
学
援
助
は
、学
用
品
費
、新
入
学
児

童
学
用
品
費
、学
校
給
食
費
、校
外
活

動
費
、修
学
旅
行
費
、生
徒
会
費
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

小
中
学
校
の
暴
力
、い
じ
め
、不

登
校
の
状
況
は
。

Ａ　

文
部
科
学
省
調
査
の
結
果
で
は
、

昨
年
度
の
暴
力
行
為
は
小
学
校
は
ゼ

ロ
、中
学
校
は
44
件
、い
じ
め
は
小
学

校
１
件
、中
学
校
22
件
で
、24
年
度
当

初
、い
じ
め
は
す
べ
て
解
決
し
て
い

る
。ま
た
、不
登
校
は
、小
学
校
21
件
、

中
学
校
57
件
で
、前
年
に
比
べ
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。

Ｑ　

学
童
保
育
の
整
備
状
況
と
入
室

状
況
は
。

Ａ　

二
つ
の
学
童
保
育
室
を
開
設
し

て
定
員
は
８
８
０
名
に
な
っ
た
。入
室

に
あ
た
っ
て
は
、要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
定
員
を
超
え
た
場
合
で
も
弾

力
的
に
受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。

反
対
討
論

日
本
共
産
党　

猪
股　

嘉
直　

議
員

賛
成
討
論　

志
政
会　

町
田　

昌
弘　

議
員

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

《
総
員
賛
成
で
認
定
》

Ｑ　

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

総
括
を
。

Ａ　

介
護
予
防
へ
の
普
及
啓
発
、通

所
型
介
護
予
防
事
業
の
実
施
、地
域

ケ
ア
体
制
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
連
携
を
推
進
し
た
。ほ

か
に
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
80
床

の
増
設
、小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
、認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、夜
間

平成23年度　一般会計決算

市税
222億836万円
47.38％

歳入総額
４６８億７，６７１万円

国庫支出金
52億3,048万円
11.16％

繰越金
34億9,399万円
7.45％

市債
33億5,581万円
7.16％

繰入金
28億120万円
5.97％

地方交付税
22億2,630万円
4.75％

県支出金
21億3,764万円
4.56％

その他
54億2,293万円
11.57％

歳出総額
４４３億９，１３５万円

民生費
154億8,348万円
34.88％

総務費
91億7,628万円
20.67％

土木費
47億6,964万円
10.74％

教育費
47億2,911万円
10.65％

衛生費
36億5,387万円
8.23％

公債費
34億4,726万円
7.77％

消防費
16億6,318万円
3.75％

その他
14億6,853万円
3.31％

対
応
型
訪
問
介
護
の
整
備
な
ど
で
、

要
介
護
認
定
者
数
は
４
７
５
３
人
と

推
計
値
を
下
回
り
、保
険
給
付
費
総

額
は
約
１
８
３
億
３
７
０
０
万
円
で

計
画
値
に
対
す
る
執
行
率
は
約
90
％

で
あ
っ
た
。

　
　
　

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案　
　
　

総
員
賛
成
で
認
定
◆
特
別
会
計
決
算

認
定（
国
民
健
康
保
険
、狭
山
市
駅
東

口
土
地
区
画
整
理
事
業
、後
期
高
齢

者
医
療
）　

◆
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定　

◆
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認

定　

総
員
賛
成
で
原
案
可
決
◆
未
処

分
利
益
剰
余
金
の
処
分（
水
道
事
業

会
計
、下
水
道
事
業
会
計
）

常

任

委

員

会

で

の

審

査

総
務
経
済
委
員
会

　
歳
入
全
般
、
議
会
費
、
総
務
費
、
労

働
費
、
農
林
水
産
業
費
、
商
工
費
、
消

防
費
、
公
債
費
、
諸
支
出
金
、
予
備
費
、

実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
、
財
産
に

関
す
る
調
書
を
審
査
。

Ｑ　

市
税
滞
納
繰
越
分
の
不
納
欠
損

額
が
、前
年
度
と
比
較
し
増
加
し
て

い
る
背
景
や
原
因
は
。

Ａ　

高
齢
化
に
よ
る
収
入
の
減
少
、

企
業
の
倒
産
な
ど
で
低
所
得
者
層
が

増
加
し
、財
産
も
な
く
資
力
の
回
復

が
見
込
め
な
い
結
果
、増
加
し
た
。

Ｑ　

産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
の
23
年
度

利
用
状
況
は
、ま
た
前
年
度
と
比
較

し
て
ど
う
か
。

Ａ　

利
用
率
は
47
・
27
％
。前
年
度
の

34
・
14
％
よ
り
上
が
っ
て
い
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
西
口
の
駐
車
場
、駐

輪
場
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

定
期
利
用
は
、４
輪
車
が
96・
５

％
、50
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
が
１
０
０

％
、原
付
が
97・
２
％
。自
転
車
の
定

期
利
用
は
87・7
％
で
あ
っ
た
。

Ｑ　

市
民
憩
い
の
広
場
の
利
用
者
の

年
齢
層
は
。

Ａ　

60
代
以
上
の
高
齢
者
の
応
募
が

全
体
の
72
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

Ｑ　

茶
レ
ン
ジ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
さ
や
ま
で
就

職
で
き
た
実
績
は
。

Ａ　

7
件
の
応
募
で
３
人
採
用
。

Ｑ　

東
日
本
大
震
災
茶
業
関
係
調
査

手
数
料
で
、原
発
事
故
が
原
因
で
、お

茶
が
大
打
撃
を
受
け
た
が
、調
査
状

況
と
、東
京
電
力
へ
の
費
用
請
求
は
。

Ａ　

秋
と
春
に
21
検
体
ず
つ
生
葉
で

検
査
を
実
施
。24
年
１
月
に
は
飲
用

で
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、23
年

度
産
、３
検
体
の
調
査
を
実
施
し
た
。

費
用
は
東
京
電
力
に
請
求
し
て
い
る
。

Ｑ　

商
店
街
共
同
施
設
管
理
運
営
費

で
、街
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を

行
っ
て
い
る
商
店
街
は
。

Ａ　

現
在
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
商
店

街
は
大
国
通
り
商
店
会
と
狭
山
台
中

央
商
店
会
で
あ
る
。

Ｑ　

23
年
度
決
算
状
況
の
評
価
は
。

Ａ　

各
種
財
政
指
標
と
健
全
化
の
数

値
は
、い
ず
れ
も
県
内
で
は
非
常
に

優
れ
て
い
て
、財
政
状
況
は
健
全
。

文
教
厚
生
委
員
会

　
民
生
費
、衛
生
費
、教
育
費
お
よ
び

関
連
す
る
歳
入
の
一
部
を
審
査
。

Ｑ　

高
齢
者
と
地
域
の
つ
な
が
り
再

生
事
業
補
助
金
に
よ
る
人
材
育
成
状

況
と
成
果
は
。　

Ａ　

10
月
か
ら
研
修
会
を
開
催
し
39

名
が
参
加
、平
均
年
齢
は
65
歳
。修
了

者
は
、本
年
４
月
開
設
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
や
安
心
お
助
け
隊
な
ど

各
地
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
し
て
い
る
。

Ｑ　

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
通

報
内
容
と
そ
の
評
価
は
。

Ａ　

通
報
は
６
０
３
件
。利
用
者
は

年
々
増
え
て
お
り
需
要
は
高
い
。

Ｑ　

保
育
所
保
護
者
負
担
金
の
滞
納

状
況
と
そ
の
対
策
は
。

Ａ　

収
入
未
済
額
は
２
６
１
世
帯
で

２
８
８
９
万
７
３
０
円
、不
納
欠
損

は
７
世
帯
で
38
万
５
８
０
０
円
。文

書
や
電
話
、直
接
訪
問
で
、分
割
納
付

も
勧
め
な
が
ら
催
告
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

節
電
対
策
と
し
て
民
間
企
業
の

休
日
稼
働
に
合
わ
せ
実
施
し
た
休
日

保
育
の
利
用
状
況
と
費
用
は
。

Ａ　

新
狭
山
保
育
所
で
実
施
し
、日

曜
日
は
夏
期
に
10
日
間
で
延
べ
58
名

が
利
用
。費
用
は
70
万
９
３
６
２
円

で
、国
か
ら
46
万
６
千
円
の
補
助
。

Ｑ　

保
育
所
の
臨
時
職
員
の
状
況
と

常
勤
的
な
雇
用
職
員
数
は
。

Ａ　

23
年
度
の
常
態
的
人
数
は
月
平

均
１
４
８
名
で
、う
ち
常
勤
的
雇
用

は
約
３
分
の
１
で
あ
る
。

Ｑ　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

周
知
と
評
価
は
。

Ａ　

広
報
さ
や
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
、医
療
機
関

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、学
校
で
の
周

知
な
ど
。接
種
率
は
50
・
52
％
。一
層

の
周
知
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ　

奨
学
金
が
増
加
し
て
い
る
要
因

と
未
納
者
の
状
況
は
。

Ａ　

20
年
度
か
ら
随
時
受
け
付
け
し

た
こ
と
で
、借
り
や
す
く
な
っ
た
。23

年
度
末
の
未
納
者
は
25
名
で
、電
話

や
訪
問
な
ど
で
、３
名
が
完
済
し
、10

名
が
一
部
を
返
済
し
て
い
る
。

Ｑ　

教
員
の
多
忙
さ
が
指
摘
さ
れ
る

中
、補
助
指
導
員
の
確
保
は
ど
う
か
。

Ａ　

非
常
勤
講
師
や
英
語
活
動
支
援

員
、特
別
支
援
学
級
の
介
助
員
な
ど

を
確
保
し
て
い
る
。

Ｑ　

博
物
館
入
館
料
の
増
加
要
因
は
。

Ａ　

毎
年
、実
施
し
て
い
る
企
画
展

の
入
館
者
数
増
加
に
よ
る
も
の
。

建
設
環
境
委
員
会

　

衛
生
費
、
土
木
費
お
よ
び
関
連
す

る
歳
入
の
一
部
を
審
査
。

Ｑ　

住
民
要
望
で
行
っ
た
空
間
放
射

線
量
の
簡
易
測
定
結
果
は
。

Ａ　

依
頼
が
あ
っ
た
個
人
の
管
理
地

と
、周
辺
道
路
の
側
溝
や
公
園
な
ど

の
測
定
を
58
回
行
っ
た
が
、数
値
的

に
大
き
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

Ｑ　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
日
を
増

や
す
試
み
の
実
施
は
。

Ａ　

店
舗
が
行
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
拠
点
回
収
な
ど
の
お
か
け
で
、

一
時
期
に
比
べ
る
と
回
収
量
は
減
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

市
道
の
舗
装
老
朽
化
で
、道
路

の
改
良
工
事
や
舗
装
工
事
な
ど
へ
の

市
民
ニ
ー
ズ
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

事
業
費
の
確
保
状
況
は
。

Ａ　

道
路
の
建
設
事
業
費
は
、過
去

５
年
間
の
平
均
が
約
２
億
３
９
０
０

万
円
だ
が
、23
年
度
は
狭
山
市
駅
周

辺
整
備
の
影
響
で
約
３
億
７
１
０
０

万
円
で
あ
っ
た
。今
後
は
、舗
装
の
老

朽
化
に
対
応
し
た
幹
線
道
路
の
舗
装

改
良
な
ど
、市
民
要
望
を
踏
ま
え
た

中
で
事
業
費
を
確
保
し
て
い
く
。

Ｑ　

入
曽
駅
東
口
地
区
の
地
権
者
へ

の
説
明
会
の
結
果
は
。

Ａ　

全
地
権
者
を
対
象
に
、見
直
し
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
伝
え
る
説
明

会
を
行
っ
た
。意
向
調
査
結
果
で
も
、

北
側
区
域
の
ほ
う
が
比
較
的
賛
同
率

が
高
か
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、駅
前

広
場
を
主
体
に
、北
側
区
域
を
優
先

的
に
整
備
し
て
い
く
旨
を
説
明
し
た
。

「
最
終
的
に
全
体
区
域
を
視
野
に
入

れ
る
」「
北
側
区
域
だ
け
で
整
備
」な

ど
の
意
見
は
あ
っ
た
が
、北
側
区
域

を
優
先
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
お
お

む
ね
の
理
解
を
得
た
と
認
識
。

Ｑ　

市
営
住
宅
鵜
ノ
木
団
地
の
建
て

替
え
に
伴
う
説
明
会
の
状
況
は
。

Ａ　
「
新
し
い
住
宅
に
住
め
る
の
が

う
れ
し
い
」や「
病
院
な
ど
が
遠
く
な

る
」と
の
意
見
な
ど
が
あ
っ
た
。今
後

は
入
居
予
定
者
に
、医
療
機
関
の
送

迎
な
ど
生
活
に
有
益
な
情
報
を
提
供

し
て
い
く
。


